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の AI-2活性の減少に関与する因子を同定するために、E. corrodensから AI-2を精製し、その性質を
調べた。また、バイオフィルム形成を含めた病原性に及ぼす LuxS依存的シグナルの役割を明らかにす




 セルシステムや種々の顕微鏡技術を使って、野生株と luxS欠損株のバイオフィルム性状を比較した。 







を別の形に変換することを観察した。これらの結果から、E. corrodens は AI-2 の不活化酵素を生産
し、AI-2はこれによって分解または修飾されることが示唆された。 
第 2章では、E. corrodens のバイオフィルム形成における AI-2 の役割を調べた。AI-2 分子がバイ








酵素は E. corrodensにおいてバイオフィルムの成熟と剥離を促進することが示唆された。 
 
 以上のように、本論文では、E. corrodensが AI-2の不活化酵素を生産し AI-2の分解または修飾を
行うこと、AI-2を介したクオラムセンシングが本菌のバイオフィルムの成熟と剥離を促進することを
明らかにした。よって本研究により、E. corrodensのクオラムセンシングを介した定着機構やその制
御法を提案するとともに、微生物学の基礎的な知見のみならず、バイオフィルム感染症の予防や治療
など臨床分野への応用にも大いに貢献できる結果をあげていると判断した。 
 
 
